
（別紙３）

～ 年　月　日

（対象者数） （回答者数）

～ 2026年　2月　7日

（対象者数）
6

（回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・プログラムの立案は担当者が一人で考える形になっている

ので、今後は複数で行い、立案の多様化を進める。

・個別支援計画を現場に落とすため、担当制や検討方法のブ

ラッシュアップ、情報共有の見える可の工夫を進める。

2

・地域に開かれた運営は進んでいないが、地域ボランティア

としての清掃活動は越谷市に登録して行っている。

・日常で使う公園で、地域の方たちとの関わり（あいさつや

一緒に遊ぶなど）を広めて行きたい。

3

・よりスムーズに行動できるよう、非常時対応における掲示

物の整理を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・一部の学校や相談事業所とのつながりは増えてきているた

め、モデルケースを増やしスムーズに行えるようにしてい

く。

・外部との共有会等に出席できるよう、日々の業務改善を進

める。

2

3

●環境・体制整備

●適切な支援の提供

・業務改善の項目を日々の業務で実行できる計画を立てるよう

に努めている。特にPDCAサイクルに関しては職員が意見を出

し合い、行動できるように検討と進捗の確認を行っている。

●保護者への説明等 ・活動見学の機会を昨年よりも増やした。

・HUG記録や日々の連絡にて、出来事の事実と支援の意図を

お伝絵するよう努めている。

●非常時等の対応 ・年間スケジュールに組み込み、マニュアルの確認、訓練での

ブラッシュアップを行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

●関係機関や保護者との連携 ・モデルケースがまだ少なく各ケースごとに人員と時間を要し

てしまい、多種多様な場に出向けていない。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名

○保護者評価実施期間
年　月　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


